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●資源の有効利用による環境保全
　　焼却処分されていたバイオマスを有効利用し

　CO2 の排出量を削減。環境保全の向上を図る。

●廃棄物削減による行政負担の軽減
　　ごみの回収・処分費の削減に加えて発生量を

　抑えることで最終処分場の経費削減を目指す。

美しい　山と川と空
　　　　　豊かな自然を守るために

～西郷村バイオマスタウン構想策定～

　

家
畜
排
せ
つ
物
や
生
ご
み
、
林
地
残
材
な
ど
の
動
植
物
か
ら

生
ま
れ
た
再
生
可
能
な
有
機
性
資
源
の
こ
と
を
バ
イ
オ
マ
ス
と

い
い
ま
す
。
二
酸
化
炭
素
削
減
等
の
環
境
へ
の
配
慮
か
ら
バ
イ

オ
マ
ス
の
利
活
用
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
全
国
的
に
取
り
組
み

が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
豊
か
な
自
然
を
守
る
た
め
、
地
域
に
適
し
た
バ
イ

オ
マ
ス
利
活
用
を
検
討
し
、
そ
の
指
針
と
し
て
西
郷
村
バ
イ
オ

マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
が
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
公
表
さ

れ
ま
し
た
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
と
は
、
生
物
資
源
の

量
を
表
す
概
念
で
、一
般
的
に
は「
再

生
可
能
な
、
生
物
由
来
の
有
機
性
資

源
（
林
地
残
材
や
木
質
系
廃
材
、
家

畜
排
せ
つ
物
、
生
ご
み
な
ど
）
で
化

石
資
源
（
石
炭
、
石
油
な
ど
）
を
除

い
た
も
の
」
を
バ
イ
オ
マ
ス
と
呼
ん

で
い
ま
す
。　

　

石
油
や
石
炭
な
ど
の
化
石
資
源
に

は
限
り
が
あ
り
ま
す
が
、
バ
イ
オ
マ

ス
は
植
物
の
光
合
成
に
よ
っ
て
作
り

出
さ
れ
る
再
生
可
能
な
生
物
由
来
の

有
機
性
資
源
で
、
太
陽
と
水
と
植
物

が
あ
る
限
り
、
持
続
的
に
再
生
で
き

る
資
源
で
す
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
は
、
生
ご
み
や
家
畜

排
せ
つ
物
な
ど
の｢

廃
棄
系
バ
イ
オ

マ
ス｣

、
稲
わ
ら
や
間
伐
材
な
ど
の

｢

未
利
用
バ
イ
オ
マ
ス｣

、
菜
の
花

や
と
う
も
ろ
こ
し
な
ど
の｢

資
源
作

物｣

な
ど
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

て
い
ま
す
。
し
か
し
、食
品
残
さ
や
、

廃
食
用
油
等
の
廃
棄
物
系
バ
イ
オ
マ

ス
、
林
地
残
材
な
ど
の
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
に
つ
い
て
の
利
活
用
が
進
ん
で

い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
食
品
残
さ
や
家

畜
排
せ
つ
物
な
ど
を
中
心
と
し
た
資

源
の
有
効
利
用
を
図
り
、
バ
イ
オ
マ

ス
を
利
活
用
す
る
村
の
こ
れ
か
ら
の

取
組
み
の
指
針
と
し
て
「
西
郷
村
バ

イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」を
策
定
し
、

バ
イ
オ
マ
ス
・
ニ
ッ
ポ
ン
総
合
戦
略

推
進
会
議
（
内
閣
府
、
総
務
省
、
文

部
科
学
省
、
農
林
水
産
省
、
経
済
産

業
省
、
国
土
交
通
省
、
環
境
省
）
の

審
査
を
経
て
、
平
成
二
十
二
年
三
月

三
十
一
日
に
農
林
水
産
省
よ
り
公
表

さ
れ
ま
し
た
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
と
は
、
地
域

の
関
係
者
の
連
携
の
下
、
バ
イ
オ
マ

ス
の
発
生
か
ら
利
用
ま
で
効
率
的
な

プ
ロ
セ
ス
で
結
ば
れ
た
総
合
的
利
用

シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
、
安
定
的
か

つ
適
正
な
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
が
行

わ
れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
今
後
行

わ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
地
域
で

市
町
村
が
中
心
と
な
っ
て
地
域
の
バ

イ
オ
マ
ス
利
用
の
全
体
計
画
「
バ
イ

オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」
を
作
成
し
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
を
推

し
進
め
て
い
く
も
の
で
す
。

　

村
は
、
森
林
の
面
積
が
全
体
面
積

の
約
六
十
五
％
を
占
め
て
お
り
広
大

な
森
林
資
源
が
あ
り
ま
す
が
人
工
林

の
割
合
は
少
な
い
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
家
畜
排
せ
つ
物
に
つ
い
て

は
、
七
十
九
％
の
利
活
用
が
図
ら
れ

　

石
油
を
代
表
と
す
る
化
石
資
源
に

依
存
し
て
き
た
社
会
を
転
換
し
、
バ
イ

オ
マ
ス
等
の
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
を
促
進
す
る
こ

と
は
、
地
域
の
環
境
保
全
や
地
球
温
暖

化
防
止
の
一
助
と
な
り
ま
す
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
は
有
機
物
で
あ
る
た

め
、
燃
焼
さ
せ
る
と
二
酸
化
炭
素
が

排
出
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
バ
イ
オ

マ
ス
は
、
成
長
過
程
で
光
合
成
に
よ

り
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す

る
こ
と
か
ら
、
バ
イ
オ
マ
ス
を
使
用

し
て
も
全
体
と
し
て
二
酸
化
炭
素

量
の
増
加
に
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
ま

す
。
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
の
推
進

に
よ
り
、
環
境
に
や
さ
し
い
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
策
定
に

あ
た
っ
て
は
、
平
成
二
十
一
年
度
よ

り
西
郷
村
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
推
進

協
議
会
を
設
置
し
、
各
種
関
係
団
体

や
有
識
者
の
ほ
か
村
職
員
を
含
め
、

十
三
名
を
委
員
に
委
嘱
し
バ
イ
オ
マ

ス
タ
ウ
ン
構
想
策
定
の
協
議
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
で
は
、

村
内
の
各
種
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
可
能

量
、
利
活
用
の
状
況
、
利
用
可
能
特

性
、利
活
用
の
課
題
等
を
踏
ま
え
て
、

家
畜
排
せ
つ
物
、
食
品
廃
棄
物
の
利

活
用
の
促
進
、
さ
ら
に
未
利
用
バ
イ

オ
マ
ス
で
あ
る
林
地
残
材
、
稲
わ
ら

等
の
利
活
用
を
図
る
と
し
た
基
本
方

針
に
従
い
、
林
地
残
材
な
ど
の
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
と
、
耕
畜
連
携
の
「
土

か
ら
始
め
る
地
産
地
消
」
を
進
め
る

こ
と
で
村
内
循
環
型
農
業
体
系
の
構

築
を
目
指
し
ま
す
。
安
心
・
安
全
な

農
作
物
の
「
西
郷
ブ
ラ
ン
ド
」
を
村

内
外
へ
ピ
ー
ア
ー
ル
し
、
地
域
産
業

の
振
興
を
図
り
な
が
ら
「
身
近
な
バ

イ
オ
マ
ス
か
ら
始
め
る
、
さ
わ
や
か

高
原
公
園
都
市
」
を
目
指
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
家
畜
排
せ
つ

物
・
生
ご
み
の
た
い
肥
化
や
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
の
燃
料
化
、
遊
休
農

地
を
活
用
し
た
資
源
作
物
（
菜
の

花
等
）
の
栽
培
に
よ
る
バ
イ
オ
デ
ィ 

ー
ゼ
ル
燃
料
化
等
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

●安全・安心な土づくりと農地の保全の実践
　　村内循環型農業の進展により、住民の健康維　

持や資源作物を通じて協働作業体制を構築する。

●環境教育の定着
　　たい肥化施設を環境教育の中心施設と位置づ　

け、体験を通じて環境と食の安全を学習する。

●新たな産業と雇用の創出
　　バイオマス利活用施設の管理・運営等におい　

て新たな雇用の創出が見込まれる。

バ
イ
オ
マ
ス
と
は
？

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
を

　
　
　
　
　
　

三
月
に
公
表

バイオマスタウン構想の
実施で期待される
　　つの効果５

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

　
　
　
　

実
現
化
に
向
け
て
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村
立
幼
稚
園
・
保
育
園
で
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
の
入
団
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

消
防
の
は
っ
ぴ
姿
で
整
列
し
た

子
ど
も
た
ち
に
園
長
か
ら
、「
火

は
と
て
も
役
に
た
つ
も
の
で
す

が
、
使
い
方
を
ま
ち
が
え
る
と
大

変
で
す
。
火
事
に
な
る
と
み
ん
な

の
大
切
な
も
の
が
燃
え
て
し
ま

い
ま
す
。
絶
対
に
火
遊
び
は
し
な

い
と
い
う
約
束
を
守
っ
て
く
だ
さ

い
。」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
德

田
消
防
団
長
か
ら
子
ど
も
た
ち

に
、「
絶
対
に
火
あ
そ
び
を
し
な

い
こ
と
、
車
の
中
で
ラ
イ
タ
ー
な

ど
を
い
じ
る
と
車
が
燃
え
て
大
変

な
こ
と
に
な
る
か
ら
、
決
し
て
火

白
河
市
・
下
郷
町
・
西
郷
村

　
　
　

地
域
間
地
域
安
全
協
定

木
和
夫
市
長
、
湯
田
雄
二
町
長
、

佐
藤
正
博
村
長
に
よ
り
協
定
書

に
署
名
い
た
し
ま
し
た
。

　

地
域
間
地
域
安
全
協
定
は
、

平
成
二
十
年
九
月
に
県
南
地

域
と
南
会
津
地
域
を
結
ぶ
国
道

二
八
九
号
「
甲
子
道
路
」
が
開

通
し
た
こ
と
か
ら
、
道
路
沿
い

に
位
置
す
る
三
市
町
村
が
協
力

し
、
安
全
で
住
み
よ
い
地
域
社

会
実
現
を
目
指
す
も
も
の
で
す
。

　

犯
罪
の
広
域
化
・
ス
ピ
ー
ド

化
に
対
応
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市

町
村
が
連
携
し
、
犯
罪
を
未
然

に
防
止
し
、
地
域
住
民
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

具
体
的
な
三
市
町
村
の
防
犯

活
動
と
し
て
青
色
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
カ
ー
の
相
互
乗
り
入
れ

や
、
犯
罪
発
生
情
報
の
共
有
、

連
絡
体
制
整
備
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　域を守ること地

辺
や
通
学
路
で
不
審
者
の
発
見
、

通
報
な
ど
を
行
い
、
児
童
生
徒

の
安
全
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、
加
藤
征
男
教

育
長
か
ら
見
守
り
隊
に
三
年
間

の
委
嘱
状
が
八
十
四
名
を
代
表

し
て
、
子
ど
も
の
安
全
見
守
り

隊
連
絡
協
議
会
長
陳
野
氏
に
交

付
さ
れ
ま
し
た
。
見
守
り
隊
は
、

発
足
当
時
四
十
二
名
で
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
の
で
、
二
倍
に

隊
員
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、
各
学
校
ご
と

に
班
編
成
さ
れ
た
見
守
り
隊
が
、

昨
年
度
の
児
童
生
徒
の
安
全
対

策
や
活
動
状
況
報
告
し
、
感
じ

た
こ
と
等
を
意
見
交
換
後
、
白

河
警
察
署
戸
島
正
晃
生
活
安
全

課
長
に
よ
る
講
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

見
守
り
隊
の
皆
さ
ん
は
、
今

年
度
も
蛍
光
色
の
ベ
ス
ト
や
帽

子
を
着
用
し
、
子
供
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、
学
校
周
辺
や

通
学
路
で
の
不
審
者
の
発
見
通

報
な
ど
各
学
校
に
応
じ
た
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
く
こ

と
を
互
い
に
再
確
認
し
て
い
ま

し
た
。

　県南地方は、社会情勢の急激な変化による
人や物の交流に伴い、県や市町村にまたがっ
て発生する犯罪も少なくありません。
　村では、地域安全条例を制定し、防犯活動
や子ども安全見守り隊の児童生徒の通学時の
街頭活動を行っております。

　

小
中
学
校
の
登
下
校
時
に
通
学

路
の
巡
回
活
動
を
行
う
「
西
郷
村

子
ど
も
の
安
全
見
守
り
隊
」
連
絡

協
議
会
が
四
月
三
十
日
村
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
安
全
見
守
り
隊
は
、

平
成
十
六
年
五
月
に
不
審
者
に

よ
る
学
校
へ
の
侵
入
や
声
か
け
、

連
れ
去
り
な
ど
子
ど
も
を
狙
っ

た
犯
罪
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守

る
た
め
発
足
し
、
今
年
で
七
年

目
に
な
り
ま
し
た
。
村
内
小
中

学
校
に
班
編
成
さ
れ
、
学
校
周

　

白
河
市
と
下
郷
町
、
西
郷
村

が
四
月
二
十
八
日
、
白
河
市
庁

舎
内
会
議
室
に
お
い
て
犯
罪
や

事
件
な
ど
の
防
止
活
動
で
協
力
、

連
携
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
地
域
間
地
域
安
全

協
定
書
締
結
式
を
行
な
い
、
白

河
警
察
署
長
と
南
会
津
警
察
署

長
の
立
ち
会
い
の
も
と
で
、
鈴

子どもの安全見守り隊連絡協議会

あ
そ
び
を
し
な
い
と
約
束
し
て
く

だ
さ
い
。」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

　

小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が
大
人
の

い
な
い
場
所
で
使
い
捨
て
ラ
イ

タ
ー
を
オ
モ
チ
ャ
に
し
て
遊
ん
で

し
ま
い
、
そ
の
結
果
火
災
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
件
が
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

は
、
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
を
危
険

な
も
の
で
あ
る
と
は
感
じ
て
い
な

い
の
で
、
保
管
等
に
は
十
分
な
注

意
が
必
要
で
す
。

　

次
に
園
長
か
ら
子
ど
も
た
ち
に

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
の
認
定
書
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
団
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
防

火
の
誓
い
を
大
き
な
声
で
宣
誓

し
、
自
分
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、

家
庭
で
も
火
災
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
注
意
す
る
こ
と
を
約
束
し
ま

し
た
。

　

入
団
式
後
、
子
ど
も
た
ち
は
消

防
団
長
や
消
防
署
長
の
案
内
で
消

防
車
や
、
救
急
車
の
中
の
見
学
を

行
い
ま
し
た
。

   

ま
た
、
園
児
た
ち
は
順
番
に
ミ

ニ
消
防
車
に
乗
せ
て
も
ら
っ
て
園

庭
を
走
り
楽
し
い
時
間
を
す
ご
し

ま
し
た
。

ぼくたち、わたしたちは

　　　　　　　絶対に　  あそびはしません。火
　　

防
火
の
誓
い　

　
　

わ
た
し
た
ち
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
は
、
次
の
と
お
り
誓
い
ま
す
。

　
　

一　

わ
た
し
た
ち
は
、
ぜ
っ
た
い
に
火
あ
そ
び
は
し
ま
せ
ん
。

　
　

一　

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
先
生
方
の
お
し
え
を
守
り
ま
す
。

　
　

一　

わ
た
し
た
ち
は
、
れ
い
ぎ
正
し
く
、
す
な
お
な
子
ど
も
に
な
り
ま
す
。

　
　

一　

わ
た
し
た
ち
は
、
ま
も
り
ま
す
。
火
の
用
心
。

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
誓
い
の
こ
と
ば
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<平成 21 年度河川水質検査結果表>
検査項目 基 準 値 阿武隈川 堀 川 谷津田川 真名子川 黒 川

pH
6.5 以上

8.5 以下

上流 7.2 No.1 7.4 No.1 7.2 上流 7.3 上流 7.6 
中流 7.4 No.2 7.6 No.2 7.5 下流 7.2
下流 7.3 No.3 7.6 No.3 7.4 

DO
〔mg/ ℓ〕

7.5mg/ ℓ以上
上流 10.4 No.1 10.2 No.1 10.1 上流 10.1 上流 11.1 
中流 10.9 No.2 10.7 No.2 10.7 下流 10.4 
下流 10.7 No.3 10.9 No.3 9.1 

DO飽和率
〔％〕

上流 96 No.1 97 No.1 95 上流 95 上流 104
中流 100 No.2 101 No.2 105 下流 102 
下流 101 No.3 105 No.3 100 

BOD 2mg/ ℓ以下
上流 0.7 No.1 0.9 No.1 1.3 上流 0.9 上流 1.1 
中流 1.0 No.2 1.5 No.2 3.6 下流 1.1 
下流 0.9 No.3 1.6 No.3 7.0 

CODMn
〔mg/ ℓ〕

上流 1.0 No.1 1.3 No.1 2.6 上流 1.6 上流 1.1
中流 0.9 No.2 2.0 No.2 3.1 下流 2.6 
下流 1.4 No.3 2.1 No.3 3.7 

ＳＳ
〔mg/ ℓ〕

25mg/ ℓ以下
上流 1.1 No.1 1.4 No.1 6.6 上流 1.4 上流 1.4 
中流 1.6 No.2 4.8 No.2 2.9 下流 6.6 
下流 3.9 No.3 3.0 No.3 6.3

大腸菌群数 (M)
〔MPN/100mℓ〕

1,000MPN/
100mℓ以下

上流 130 No.1 780 No.1 6,500 上流 312 上流 1,000 
中流 760 No.2 3,300 No.2 180,000 下流 8,900 
下流 2,400 No.3 3,000 No.3 26,000

全窒素
〔mg/ ℓ〕

上流 0.18 No.1 0.46 No.1 0.9 上流 0.32 上流 0.72
中流 0.71 No.2 1.02 No.2 1.4 下流 0.49 
下流 0.60 No.3 1.06 No.3 14 

全リン
〔mg/ ℓ〕

上流 0.004 No.1 0.005 No.1 0.017 上流 0.014 上流 0.033 
中流 0.019 No.2 0.033 No.2 0.040 下流 0.035 
下流 0.016 No.3 0.031 No.3 0.15 

● 調査地点

　

村
を
流
れ
る
阿
武
隈
川
、
堀
川
、
谷
津
田
川
、
真
名
子
川
及
び
黒

川
の
水
質
汚
濁
の
現
状
を
把
握
し
、
こ
れ
ら
の
河
川
の
水
質
保
全
を

図
る
た
め
、
平
成
二
十
一
年
（
五
月
、
八
月
、
十
一
月
）
及
び
平
成

二
十
二
年
（
二
月
）
の
計
四
回
の
水
質
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
の
で

そ
の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

上
流
部
か
ら
下
流
部
の
図
示
谷
津
田

川
№
2
地
点
で
、
急
激
な
濃
度
の
上

昇
が
見
ら
れ
る
。
全
窒
素
に
つ
い
て

は
、
谷
津
田
川
№
3
地
点
で
、
急
激

な
濃
度
の
上
昇
が
見
ら
れ
、
全
リ
ン

は
下
流
部
に
濃
度
の
上
昇
が
見
ら
れ

た
。
環
境
基
準
A
類
型
（
Ｂ
Ｏ
Ｄ

２
㎎
／
ℓ
）
と
比
較
す
る
と
中

流
部
、
下
流
部
で
は
年
間
平
均
値
で

基
準
値
を
超
過
し
て
い
る
。
ま
た
最

下
流
部
で
測
定
し
た
健
康
項
目
に
つ

い
て
は
、
特
に
問
題
に
な
る
よ
う
な

項
目
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
谷
津
田
川
は
上
流
・
中
流
部

で
は
良
好
な
水
質
で
推
移
し
て
い
た

が
、
今
年
度
に
お
い
て
は
、
中
流
部

で
著
し
く
高
い
濃
度
を
示
し
た
。
下

流
部
で
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
、
全
窒
素
な

ど
が
著
し
く
高
い
傾
向
を
示
し
て

い
る
。

●
真
名
子
川

　
ｐ
Ｈ
の
年
間
平
均
値
は
微
弱
ア
ル

カ
リ
性
を
示
し
て
い
る
。
Ｂ
Ｏ
Ｄ
は

低
い
値
を
示
し
て
お
り
、
全
窒
素
、

全
リ
ン
は
、
下
流
部
で
や
や
上
昇
し

て
い
る
。

　

Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
経
年
変
化
を
見
る
と
、

平
成
十
九
年
度
ま
で
は
、
上
流
部
・

下
流
部
に
お
い
て
わ
ず
か
に
濃
度
の

増
加
が
見
ら
れ
た
が
、
今
年
度
は
濃

度
減
少
が
見
ら
れ
た
。

　
●
黒
川

　
ｐ
Ｈ
の
年
間
平
均
値
は
微
弱
ア
ル

カ
リ
性
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
健

康
項
目
に
つ
い
て
も
特
に
問
題
と

な
る
項
目
は
な
か
っ
た
。
黒
川
は
季

節
変
動
も
少
な
く
一
定
の
水
質
を
示

し
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
経
年
変
化
で
は
安
定

し
た
水
質
を
保
っ
て
い
る
。

●
阿
武
隈
川

　
ｐ
Ｈ
（
水
素
イ
オ
ン
濃
度
）
の
年

間
平
均
値
は
微
弱
ア
ル
カ
リ
性
を
示

し
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素
要

求
量
）
の
値
は
流
下
に
伴
う
濃
度
の

変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。全
窒
素
・

全
リ
ン
は
、
下
流
部
よ
り
も
中
流
部

で
若
干
高
い
値
を
示
し
た
。

　

ま
た
最
下
流
部
で
測
定
し
た
健
康

項
目
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
特

に
問
題
と
な
る
項
目
は
な
か
っ
た
。

　

阿
武
隈
川
は
、
環
境
基
準
A
類
型

（
Ｂ
Ｏ
Ｄ
２
㎎
／
ℓ
）
に
あ
て
は
め

ら
れ
て
い
る
水
域
で
あ
る
が
、
過
去

十
年
間
平
均
値
で
基
準
値
を
下
回
っ

て
い
る
。

●
堀
川

　

ｐ
Ｈ
の
年
間
平
均
値
は
微
弱
ア
ル

カ
リ
性
を
示
し
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
値
は
中

流
、下
流
で
濃
度
が
上
昇
し
て
い
る
。

　

全
窒
素
は
、
流
下
に
伴
い
濃
度
が

上
昇
し
て
お
り
、
全
リ
ン
に
お
い
て

も
中
流
、
下
流
で
濃
度
が
上
昇
し
て

い
る
。
環
境
基
準
A
類
型
（
Ｂ
Ｏ
Ｄ

２
㎎
／
ℓ
）
と
比
較
す
る
と
各
地

点
と
も
に
年
間
平
均
値
で
は
、
基
準

値
を
下
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、
最
下

流
部
で
測
定
し
た
健
康
項
目
の
調
査

結
果
に
つ
い
て
は
、
特
に
問
題
と
な

る
項
目
は
な
か
っ
た
。

　

堀
川
は
、
上
流
部
に
お
い
て
平
成

十
五
年
度
か
ら
徐
々
に
Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
上

昇
が
見
ら
れ
た
。
中
流
・
下
流
部
に

お
い
て
は
、
平
成
十
七
年
度
ま
で
は

上
昇
が
み
ら
れ
た
が
、
そ
れ
以
降
は

濃
度
減
少
が
見
ら
れ
た
。

●
谷
津
田
川

　
ｐ
Ｈ
の
年
間
平
均
値
は
微
弱
ア
ル

カ
リ
性
を
示
し
て
い
る
。
Ｂ
Ｏ
Ｄ
は

村
内
河
川
の
水
質
調
査
を
実
施

・ｐＨ（水素イオン濃度）
　中性・アルカリ性・酸性を示す指標。
・ＤＯ（溶存酸素量）
　水中に溶けている酸素の量。
・ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）
　水中の有機物による汚濁状況を判断する指数。
・ＣＯＤ（科学的酸素要求量）
　被酸化性物質を酸化剤によって科学的に酸化
　した際に消費される酸素量を示す。
・ＳＳ（浮遊物質）
　水中に浮遊している粒径２ミリ以下の物質。

・大腸菌群数
　大腸菌とよく似た性質を持つ菌の総称で、
　大腸菌群は、普通人畜の腸内に生息している。
・全窒素
　水中に含まれている窒素量を示す。
・全リン
　水中に含まれているリン量を示す。

※生活環境の保全に関する環境基準（河川）のＡ類型に該当するのは阿武隈川と黒川です。

公
共
下
水
道
区
域　
　

６
１
７
ヘ
ク
タ
ー
ル

農
業
集
落
排
水
事
業　

５
２
２
ヘ
ク
タ
ー
ル

総
合
普
及
率　
　
　
　

８
１
・
５
１
％

総
合
水
洗
化
率　
　
　

８
０
・
４
４
％

【平成 21 年度末】
　
　
　
　
　
　
（
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
現
在
）　
　

　

大
字
米
字
南
前
、
舞
台
、
宮
腰
、
作
田
の
一
部

　

大
字
熊
倉
字
折
口
原
、
火
打
山
の
一
部

　

大
字
真
船
字
折
口
原
の
一
部

　

大
字
小
田
倉
字
大
平
、
前
山
、
向
原
の
一
部

　

字
石
塚
北
の
一
部

　
　

実
際
に
下
水
道
を
使
用
す
る
た
め
に
は
、
受
益

　

者
の
申
告
や
負
担
金
・
分
担
金
の
納
付
の
手
続
き
、

　

排
水
設
備
の
工
事
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
　

新
築
の
場
合
を
除
き
、
水
洗
化
助
成
制
度
や
、

　

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

前年度までの供用開始済み区域

平成 22 年度供用開始区域

助
成
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

手
続
き
・
工
事
が
必
要
で
す

新
た
に
使
用
で
き
る
区
域

下
水
道
で
快
適
な
暮
ら
し
を

下
水
道
処
理
区
域
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

～「源流の郷 きれいな川も 一滴の水から」～

広報にしごうNo.474 　

■問合せ　住民生活課（生活環境係）　☎２５―２１９７ ■問合せ　上下水道課（下水道業務係）　☎２５―２９１２

平成 21年度河川水質検査結果表

いつまでもキレイな を
（年間平均値）
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　熊倉小学校、小田倉小学校、米小学校、
羽太小学校、川谷小・中学校で、運動会が
開催されました。当日、午前中は少し肌寒
い天気でしたが、子どもたちの熱気に雲も
去り、運動会日和となりました。グラウン
ドでは元気な声がひびいていました。

　村立幼稚園で子どもの日お祝い会が開催されま

した。子どもたちは先生から子どもの日のいわれ

や、どうしてこいのぼりを飾るのかを真剣な表

情で聞いていました。

　みんなで作ったこいのぼりのうろこには、５歳

児は自分たちの顔を描き、４歳児は自分たちの手

形を押して作りました。

　国道 289 号線甲子地区の沿道の美化作業とし
て、甲子行政区の方々と、老人クラブ、婦人会、
赤十字奉仕団、青少年自然の家、観光協会や文化
協会等の総勢 170 名の協力を得て「甲子高原花
いっぱい運動」が行われました。緑地帯の除草作
業の後、マリーゴールドなど約 2,000 本の花苗
を植えました。
　本格的な観光シーズンを迎えますが、村を訪れ
る方々に美しい花々に彩られた甲子高原を楽しん
でいただけることと思います。

　ＪＡしらかわより、ＪＡが運営する農産物直売

所「り菜あん」の来店者数が 50 万人を突破した

ことを記念して、ペテュニア・ベゴニア・インパ

チェスなどの鉢植えのプランター 50 鉢が西郷村

に寄贈されました。「り菜あん」では当村の農産

物等も販売されています。いただいた花は、村文

化センターなど村の公共施設に飾らせていただき

ました。

　平成 22 年度放課後子ども教室開所式が各小学

校ごとに行われました。小田倉小学校では１年生

から６年生までの児童 32 名が利用申込をしまし

た。これから、長期休業中を除いて来年の３月ま

での間、子どもたちは週2回、ボランティアの方々

の指導を受け、様々なプログラムのもと有意義な

放課後をすごします。

　任期満了に伴い、西郷村赤十字奉仕団の新た

な本部役員 15 名に村長より委嘱状が交付され

ました。

　また、西郷村赤十字奉仕団員として 15 年以

上活動し、功労が顕著な方に対し、日本赤十字

社より銀色有功章が伝達されました。今回、西

郷村で５名の方が表彰されました。
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｢

第
六
回
源
流
の
郷
観
桜
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ｣

が
四
月
二
十
四

日
、「
太
陽
の
国
」
を
中
心
に
約

三
百
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
自

分
の
体
調
に
合
わ
せ
二
・
一
㎞
、

三
・
五
㎞
、
七
・
五
㎞
の
各
コ
ー
ス

を
歩
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
当

初
四
月
十
七
日
に
予
定
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
季
節
は
ず
れ
の

絶
好
の
青
空
と
満
開
の
桜

　

西
の
郷
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
主
催

に
よ
る
「
第
二
回
西
郷
さ
く
ら
祭

り
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
、
四

月
二
十
四
日
に
太
陽
の
国
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
、
村
内
で
も

西
の
郷
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
が
出

来
る
ほ
ど
人
気
の
ス
ポ
ー
ツ
で
県

南
地
方
だ
け
で
も
約
八
百
人
の
愛

好
者
が
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
桜
も
満
開
で
、
県
南

地
方
や
近
隣
市
町
村
の
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
愛
好
者
約
百
二
十
名
が
参
加

し
、
三
十
六
ホ
ー
ル
の
ス
ト
ロ
ー

ク
プ
レ
ー
で
競
技
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

出
場
選
手
は
、
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
、
青
空

と
桜
を
バ
ッ
ク
に
一
打
一
打
慎
重

に
ボ
ー
ル
を
打
ち
、
競
技
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

競
技
の
結
果
、男
子
の
部
で
は
、

木
村
忠
夫
さ
ん
（
藤
沼
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
協
会
）、
女
子
の
部
で
は
、

佐
川
ク
ニ
さ
ん
（
西
の
郷
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
協
会
）が
優
勝
し
ま
し
た
。

大
雪
に
見
舞
わ
れ
た
た
め
、
一

週
間
順
延
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
佐
藤
正
博
村

長
や
加
藤
征
男
教
育
長
か
ら
「
西

郷
村
の
シ
ン
ボ
ル
ス
ポ
ー
ツ
で

あ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
、
太
陽

の
国
周
辺
の
約
六
百
本
の
桜
の

花
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
、
太
陽
の
国
周

辺
の
桜
が
満
開
と
な
り
参
加
者

は
、
参
加
者
代
表
の
真
船
美
夢

さ
ん
の
号
砲
の
合
図
で
太
陽
の

国
厚
生
セ
ン
タ
ー
前
を
発
着
と

す
る
、
二
・
一
㎞
、
三
・
五
㎞
、

七
・
五
㎞
の
三
コ
ー
ス
に
分
か
れ

出
発
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
大
会
を
待
ち
わ
び

て
い
た
方
や
家
族
連
れ
や
、
友

だ
ち
同
士
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
満

開
の
桜
を
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た

り
す
る
な
ど
し
て
、
暖
か
い
日

差
し
の
中
、
桜
の
木
の
下
で
気

持
ち
良
さ
そ
う
に
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

青空のもとで満開の桜を楽しみながら

西郷村中央公民館図書室だより

７日（月）・14日（月）
・21日（月）・28日（月）

　

日
時　

六
月
二
十
二
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
一
時
三
○
分
〜
三
時

　

場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

　

一
般
書
か
ら
児
童
書
ま
で
二
千
冊
余
を

載
せ
た
バ
ス
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　

図
書
室
で
も
二
百
冊
程
度
借
り
ま
す

が
、
そ
の
場
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
あ
づ
ま
号
」
巡
回
に
伴
い
、

六
月
一
日
よ
り
「
県
立
図
書
コ
ー
ナ
ー
」

の
貸
し
出
し
を
お
休
み
に
し
、
入
れ
替
え

終
了
次
第
、
再
開
い
た
し
ま
す
。

一
般
書

①　

１
Ｑ
８
４　

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
２

　
　
　

村
上　

春
樹

②　

１
Ｑ
８
４　

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
１

村
上　

春
樹

③　

悼
む
人　
　
　
　

天
童　

荒
太

④　

坂
の
上
の
雲
２　

司
馬
遼
太
郎

⑤　

運
命
の
人　

１　

山
崎　

豊
子

平
成
二
十
一
年
度

　

貸
し
出
し
ベ
ス
ト
５

児
童
書

①　

１
０
０
か
い
だ
て
の
い
え

　
　
　
　

岩
井　

俊
雄

②　

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ　

　
　
　

カ
レ
ー
VS
ち
ょ
う
の
う
り
ょ
く

　

原　

ゆ
た
か

③　

ア
ン
パ
ン
マ
ン
を
さ
が
せ
！
①

　

や
な
せ
た
か
し

④　

つ
み
き
の
い
え　
　

加
藤
久
仁
生

⑤　

キ
ラ
キ
ラ

　
　
　

人
相
＆
手
相
う
ら
な
い
⑥　
　

小
泉
茉
莉
花

じゃあ、読もう。
2010 年は国民読書年です。
本をたくさん読みましょう。

　当村でも毎年、様々な統計調査を実施していますが、
統計調査はなぜ必要なのでしょうか？

　生活スタイルの多様化や経済情勢などによって複

雑に変化する社会状況を把握することは大変困難で

すが、その社会状況を目に見えて客観的に判断でき

るように、数値化したものが、統計調査の結果です。

　みなさんのご協力によって得られた調査の結果

は、みなさんを取り巻く状況を反映したものですの

で、政府が現実に即した政策を立案しようとする際

にも、とても役に立ちます。そして、実は、バラエ

ティー番組などのテレビ番組でもたびたび利用（例

えば、福島市の納豆購入金額が日本一であることな

どは、家計調査からわかります。）されており、意

外と身近な数値でもあります。

　一つの調査で、すべてがわかるわけではないので、

様々な統計調査が実施されています。人口に関する

ことは国勢調査、医療や年金などについては国民生

活基礎調査、農林業に関することは農林業センサス

…といった具合に、たくさんの調査がありますが、

それぞれに調査する内容が違っていて、どれも大切

な調査です。

統計の利用内容は？

統計ってどうして必要なの？

　調査により利用目的は様々ですが、ここではその一部をご紹介します。

　国勢調査
　　衆議院の小選挙区の区割り・地方交付税交付金の算出・福祉政策他様々な施策の
　基礎データとして利用されています。

　労働力調査
　　政府の景気判断の指標・雇用政策等へ利用されています。また、子育て世代等の
　家庭の就業に係る「共働き世帯の割合」はこの調査からわかります。

　家計調査
　　生活に結びつく国の景気対策・年金制度の検討・医療費の算定の基礎資料等に利
　用され、経済政策・社会政策の立案のための基礎資料となっています。

統計調査の結果は
どのようなことに
利用されるの？
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国
民
健
康
保
険
税
が

　
　
　
　
　

軽
減
さ
れ
ま
す

　

平
成
22
年
４
月
か
ら
、
倒
産
や
解
雇
な

ど
に
よ
り
職
を
失
っ
た
失
業
者
の
方
々
に

対
す
る
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

●
対
象
者

　

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
理
由

　

が
、
次
の
番
号
に
該
当
さ
れ
る
方

　
【
11
・
12
・
21
・
22
・
23
・
31
・
32
・
33
・
34
】

●
軽
減
額

　
　

軽
減
は
、
前
年
の
給
与
所
得
を
そ
の

　

100
分
の
30
と
み
な
し
て
行
い
ま
す
。

●
軽
減
期
間

　

離
職
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の
期
間

●
申
請
方
法

　
　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
後
の
手
続
き

　

と
な
り
ま
す
の
で
、
国
民
健
康
保
険
証

　

と
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
・
印
鑑
を

　

ご
持
参
の
上
、
税
務
課
窓
口
で
申
請
手

　

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

国
保
税
は
…
税
務
課
（
賦
課
係
）

　

保
険
証
は
…
福
祉
課
（
国
保
係
）

ふ
く
し
ま
の
木
で

　

   　
　

家
を
建
て
ま
せ
ん
か
？

　

県
で
は
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
と
地
域

住
宅
関
連
産
業
の
活
性
化
を
目
的
と
し

て
、
県
産
木
材
を
使
っ
て
県
内
に
自
ら
居

住
す
る
た
め
の
木
造
住
宅
を
建
設
さ
れ
る

方
に
対
し
、
建
設
費
の
一
部
と
し
て
１
棟

当
た
り
30
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

　

家
づ
く
り
を
お
考
え
の
方
は
、
是
非

こ
の
機
会
に
県
産
木
材
の
利
用
を
検
討

し
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
助
成
対
象

　

次
の
条
件
全
て
を
満
た
す
住
宅
を
建
設

　

さ
れ
る
建
て
主
の
方

■
電
波
の
混
信
・
妨
害
の
問
合
せ　

　

総
務
省
東
北
総
合
通
信
局
相
談
窓
口

　

☎
０
２
２
｜
２
２
１
｜
０
６
４
１

　

�http://www.soum
u.go.jp/soutsu/tohoku/

社
会
保
障
・
人
口
問
題
基
本
調
査

「
第
14
回
出
生
動
向
基
本
調
査
」

の
実
施
に
つ
い
て

　

６
月
25
日
を
調
査
期
日
と
し
て
、
社

会
保
障
・
人
口
問
題
基
本
調
査
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

調
査
対
象
地
区
は
、
上
新
田
行
政
区
、

下
新
田
行
政
区
の
一
部
で
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
結
婚
や
子
ど
も
の
出

生
に
関
す
る
動
向
と
実
態
を
調
査
し
、

結
果
は
関
連
す
る
諸
施
策
の
立
案
・
策

定
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

統
計
調
査
員
が
調
査
区
内
を
巡
回
し
、

調
査
票
の
配
布
・
回
収
を
行
い
ま
す
の
で
、

調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　

県
南
保
健
福
祉
事
務
所

　

☎
２
２
―
５
４
４
７

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

　
　

   　

１
１
０
番
」
強
化
週
間

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
は
、
６
月
28
日
か
ら
７

月
４
日
ま
で
の
７
日
間
、
全
国
一
斉
「
子

ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間
と

し
て
、
い
じ
め
や
嫌
が
ら
せ
、
虐
待
、

体
罰
な
ど
子
ど
も
の
抱
え
る
人
権
問
題

に
つ
い
て
、
電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

相
談
は
、
人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
法
務

局
職
員
が
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
強
化
週
間
の
期
間
以
外
の
日

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）
に
お
い
て
も
、

●
募
集
期
限　

７
月
12
日
㈪

■
問
合
せ

　

福
島
県
土
木
部
建
築
指
導
課

　

☎
０
２
４
―
５
２
１
―
７
５
２
８

電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発

強
化
期
間
（
６
月
１
日
〜
10
日
）

　

目
に
見
え
な
く
て
も
、
不
法
電
波
は

私
た
ち
の
暮
ら
し
や
社
会
の
迷
惑
で
す
。

　

電
波
は
み
ん
な
の
財
産
で
す
。「
不
法

無
線
局
」
を
な
く
し
、
正
し
く
電
波
を

使
い
ま
し
ょ
う
。

課局室名 電話番号 課局室名 電話番号
健康推進課（保　　健）
                                                                                        （高齢者支援 ）

25-1115
25-3910

行政サービスセンター 31-2237
学校給食センター 25-1256

地域包括支援センター 25-5121 ※代表（25-1111）からの転送は不可

保健福祉センター他 

各課直通電話番号
課局室名 電話番号 課局室名 電話番号

総 務 課 25-1112 企 画 調 整 課 25-2943
税 務 課 25-1113 上下水道課（上水道）

                                                                                        （下  水  道 ）
25-2962
25-2912住民生活課（住　　民）

                 　　　　　(生活環境・交通防災 ）   
25-1114
25-2197 会 計 室 25-2934

福   祉   課（国  　保）
                　　　　　(地域福祉・児童福祉 ）

25-1449
25-1509

議 会 事 務 局 25-2980
農業委員会事務局 25-2946

商 工 観 光 課 25-2910 西郷村土地改良区 25-1116
農 政 課 25-1116 学 校 教 育 課 25-2370

建 設 課 25-1117
25-1118

生 涯 学 習 課 25-2371
代 表 25-1111

●歯科医　６月休日当番日
６日九番町歯科クリニック（白河市）☎ 27-3711
  13 日 白河みなみ歯科クリニック（白河市）☎ 24-3730
  20 日 サンデンタルクリニック（白河市）☎ 24-8020
  27 日 青 村 歯 科 医 院（白河市）☎ 24-0671

●小児科医　６月休日当番日
  ６日 みうら小児クリニック（白河市）☎ 28-1001
  13 日 わたなべ子どもクリニック（白河市）☎ 21-2166
20 日 岡﨑小児科内科医院（白河市）☎ 23-7811
 27 日 おかざきクリニック（白河市）☎ 23-2551

●内科医　６月休日当番日
 ６日 大 髙 内 科 胃 腸 科（白河市）☎ 24-1456
  13 日 片 倉 医 院（白河市）☎ 23-2459
  20 日 片 倉 ク リ ニ ッ ク（白河市）☎ 27-2770
  27 日 かねこクリニック（西郷村）☎ 24-3111

※電話案内　しらかわ救急情報センター　☎ 23-9909

（看護師が電話にて当番医の紹介や当番医以外の専門医等の紹介・
場所の案内をします。）

　日曜・祝日のみ（10 時～ 16 時）
●村内の休日診療所　いわしなクリニック（☎ 48-1234）
　［診療日］６月６・13・20・27 日（8時 30 分～ 12 時 30 分）

●今月の納税

村 県 民 税（全 期・１ 期）

           ６月 30 日（水）までにお納めください。
※納税は便利な口座振替で

⑴
主
た
る
営
業
所
が
県
内
に
あ
る
施
工

　

者
に
よ
り
建
設
さ
れ
る
住
宅

⑵
延
べ
床
面
積
が
70
㎡
以
上
の
戸
建
て

　

住
宅

⑶
使
用
木
材
の
概
ね
２
分
の
１
以
上
が

　

県
産
木
材
の
住
宅

⑷
平
成
22
年
度
４
月
１
日
以
降
に
着
工

　

し
、
当
該
年
度
内
に
竣
功
す
る
住
宅

⑸
建
設
現
場
見
学
会
の
開
催
な
ど
県
産

　

木
材
の
Ｐ
Ｒ
に
協
力
で
き
る
住
宅

　村民との対話を基本とした村づくりを進めるた
め、直接村長と意見交換を行うことを目的に開催
します。
●対象　村内に在住・在勤・在学している概ね
10 人以上の団体およびグループです。

●内容　村政に関することでしたらなんでも結構
です。

●開催時間　10 時～ 21 時までの間
　　　　　　　　　　　（原則として 90 分程度）

●申込方法　ミーティングを希望する団体などの
代表者の方は、実施希望日を明記の上、企画調

整課へお申し込みください。

　なお、業務の都合等により、日程などについ

てご希望にそえない場合がありますのでご了承

ください。

※インターネットから申込書がダウンロードでき

ます。

　　�http://www.vill.nishigo.fukushima.jp/

●その他　ミーティングとしての内容に関する質
疑や意見交換はかまいませんが、陳情や要望を

扱う場ではありませんので、ご配慮をお願いし

ます。

※次の場合、お断りする場合があります。

⑴政治・宗教・営利を目的とした催しなどを行

う恐れがあるとき。

⑵公の秩序を乱し、または、善良な風俗を阻害

する恐れがあるとき。

⑶ミーティングの目的に反していると認めら

れるとき。

■問合せ　企画調整課（広報統計係）

村長とのミーティング
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●
参
加
料

　

・
男
性　

４
，
０
０
０
円

　

・
女
性　

２
，
０
０
０
円

●
募
集
人
数

　

・
男
性
50
人
（
白
河
市
お
よ
び
西
白

　
　

河
郡
在
住
）

　

・
女
性
50
人
（
県
内
・
県
外
か
ら
で

　
　

も
参
加
可
能
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

●
受
付
期
間　

６
月
１
日
㈫
〜
30
日
㈬

●
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

●
講
習
会（
場
所
‥
白
河
市
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　

①
ヘ
ア
ケ
ア
講
座

　
　

７
月
16
日
㈮　

19
時
〜

　

②
身
だ
し
な
み
講
座

　
　

７
月
17
日
㈯　

18
時
〜

　

③
話
し
方
講
座

　
　

７
月
23
日
㈮　

19
時
〜

※
申
込
時
に
い
ず
れ
か
１
つ
の
講
座
を

　

お
伝
え
く
だ
さ
い
。
参
加
料
は
無
料

　

で
す
。　

■
問
合
せ
・
申
込
先

　
「
ふ
れ
あ
い
の
場
」
創
出
事
業
実
行
委

　

員
会
事
務
局（
白
河
市
企
画
政
策
課
内
）

　

☎
２
２
―
１
１
１
１

　

�kikaku@
city.shirakaw

a.fukushim
a.jp

セ
ー
フ
テ
ィ
チ
ャ
レ
ン
ジ

●
実
施
期
間

　

７
月
１
日
㈭
〜
12
月
31
日
㈮

●
実
施
要
領

　

３
人
１
組
で
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、

無
事
故
無
違
反
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
無

事
故
無
違
反
を
達
成
し
た
チ
ー
ム
に

は
記
念
品
、
さ
ら
に
そ
の
中
か
ら
抽

選
で
特
別
賞
（
30
万
円
相
当
の
旅
行

券
他
300
本
以
上
）
を
贈
呈
。

●
参
加
料　

１
チ
ー
ム　

１
，
５
０
０
円

●
申
込
方
法

　
　

所
定
の
参
加
申
込
書
と
郵
便
小
為

替
を
福
島
県
交
通
安
全
協
会
に
郵
送

す
る
か
、
白
河
地
区
交
通
安
全
協
会
窓

口
に
現
金
を
添
え
て
申
し
込
み
ま
す
。

●
募
集
期
限　

７
月
15
日
㈭

■
問
合
せ　

白
河
地
区
交
通
安
全
協
会

　

☎
２
７
│
２
１
７
７

平
成
22
年
度
国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ

種（
税
務
）試
験（
高
校
卒
業
程
度
）

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ

ー
あ
ふ
れ
る
税
務
職
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
国
の
財
政
を
支
え
る
税
務
職
員

に
、
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

●
受
験
資
格

　

平
成
元
年
４
月
２
日
〜
平
成
５
年
４

　

月
１
日
生
ま
れ
の
方

●
受
付
期
間　

６
月
22
日
㈫
〜
29
日
㈫

●
申
込
書
請
求

　

最
寄
り
の
税
務
署
、
仙
台
国
税
局
人
事

　

第
二
課
ま
た
は
人
事
院
東
北
事
務
局

■
問
合
せ

　

人
事
院
東
北
事
務
局

　

☎
０
２
２
―
２
２
１
―
２
０
２
２

　

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

　

☎
０
２
２
―
２
６
３
―
１
１
１
１

午
前
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
、

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
期
間　

６
月
28
日
㈪
〜
７
月
４
日
㈰

●
時
間　

８
時
30
分
〜
19
時
（
た
だ
し
、

　

７
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰
は
10
時
〜
17

　

時
ま
で
）

●
電
話
番
号
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
１
２
０
―
０
０
７
―
１
１
０

■
問
合
せ

　

福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
０
２
４
―
５
３
４
―
１
９
９
４

出
逢
い
＆
ふ
れ
あ
い
の
会

　

真
剣
に
結
婚
を
望
ん
で
い
る
独
身
の

男
性
・
女
性
の
た
め
の
「
出
逢
い
の
場
」

を
提
供
す
る
パ
ー
テ
ィ
で
す
。

　

ま
た
、
パ
ー
テ
ィ
で
の
出
逢
い
を
よ

り
素
敵
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
事
前

に
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。
講
習
会
の

参
加
は
希
望
者
の
み
で
す
。
講
習
会
の

み
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
イ
ベ
ン
ト
内
容

　

フ
リ
ー
ト
ー
ク
と
告
白
タ
イ
ム
な
ど

●
日
時　

７
月
24
日
㈯　

15
時
〜
19
時

●
会
場　

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
白
河

携
帯
サ
イ
ト

　
　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
▼

◎
西
郷
村
に
寄
附
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹

　

介
し
ま
す
。

▼
日
本
実
業
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役
社
長

　

今
井　

勝
己
氏

　
（
４
月
26
日
、
村
政
発
展
の
た
め
に
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
〇
、〇
〇
〇
円

▼
小
山　

實
さ
ん　
　
　
　
　
【
長
坂
】

　
（
５
月
６
日
、
故
小
山
シ
ゲ
氏
の
遺
志

　

と
し
て
村
政
発
展
の
た
め
に
）

　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円



　Ｈ２２．　６．　１

　

子
ど
も
た
ち
が
大
切
に
育
て
ま
し
た　

　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
言
葉
は
「
博
愛
」

　

子
ど
も
た
ち
に
大
切
に
育
て
ら
れ
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
、

    

美
し
い
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。 

　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
五
千
球
が
今
年
も
村
に
寄
付
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
㈲
フ
ラ
ワ
ー
ワ
ー
ル
ド
が
子
ど
も
た
ち
の
情
操
教
育

の
た
め
に
と
、
平
成
十
六
年
か
ら
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

村
で
は
、
い
た
だ
い
た
球
根
を
各
小
中
学
校
、
村
立
幼
稚
園
や
保

育
園
等
に
配
付
し
、
大
切
に
育
て
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
開
花
時
期
に
、
球
根
の
贈
り
主
を
招
待
し
感
謝
祭
を

行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
十
七
年
に
は
川
谷
小
学
校
で
お
礼
の
会
を
開

き
、
平
成
十
九
年
に
は
西
郷
第
二
中
学
校
の
百
メ
ー
ト
ル
花
壇
を
見

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
年
は
五
月
七
日
に
米
小
学
校
に
お
招
き
し
、

お
礼
の
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
雨
天
だ
っ
た
た

め
、
視
聴
覚
室
で
六
年
生
が
出

席
し
て
お
礼
の
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

校
長
先
生
か
ら
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
の
花
言
葉
が
「
博
愛
」
で
あ

り
、
そ
の
大
切
さ
に
つ
い
て
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

球
根
を
十
年
間
に
わ
た
っ
て

寄
付
し
て
く
だ
さ
っ
た
和
知
繁
蔵

会
長
さ
ん
に
、
六
年
生
の
児
童
が

全
校
生
を
代
表
し
て
、
お
礼
の
言

葉
を
述
べ
、
お
礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
で
球
根
を
植
え
、
水
や
り
な
ど

の
世
話
を
し
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
開
花
す
る

こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
喜

び
で
す
。

　

今
年
も
子
ど
も
た
ち
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は

色
鮮
や
か
に
咲
き
ま
し
た
。

西
郷
単
位
制
総
合
大
学
開
講

　
　

五
月
十
日
、
平
成
二
十
二
年
度
西
郷
単
位
制
総
合

　

大
学
の
入
学
式
が
行
わ
れ
、
新
た
に
五
人
の
新
入
生

　

が
入
学
を
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

教
育
長
か
ら
「
生
涯
学
習
を
考
え
る
に
あ
た
り
、

　

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
途
絶
え
る
こ
と
の

　

な
い
『
学
び
』
を
行
え
る
こ
と
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
単
位
制
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。」

　

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

式
典
後
、今
年
度
第
一
回
目
必
修
科
目
の
講
義「
村

　

政
に
つ
い
て
」
が
村
長
を
講
師
に
迎
え
行
わ
れ
、
今

　

年
度
の
大
学
が
開
講
し
ま
し
た
。

　
　

西
郷
単
位
制
総
合
大
学
で
は
六
月
末
ま
で
入
学
申

　

込
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
　

■
問
合
せ　

生
涯
学
習
課    　
　
　



2010 年 6 月
June行事
レカ ンダー

●今月の顔────
3歳児検診に来ていた（4/22）

　　　　　　　元気はつらつな子どもたちです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　

★県南地域の主な行事です
・5/29 ～白河バラ園開園（9:00 ～ 17:00）
・6/20　歯っぴいフェア 2010（マイタウン白河 10：00）
・6/26 ～ 8/29　ふくしま森林文化企画展
　　　　「原始古代の森と人との共生」（まほろん 9:30）
・6/27　古代の弓づくり（まほろん 10:00）

　☆メモ☆
　6/20（日）「歯っぴいフェア 2010」が開催されます。
　小中学生の歯科衛生図画・ポスター展示、お口に関する
パネル展、お口のチェック・歯みがき指導・フッ素コー
ナーの他、特別講演会「ムシ歯のできるまでーその予防
のしかたー」が行われます。

人口と世帯数（6月 1日現在）人口 19,836 人（前月比 +71）男 10,000 人（+48）女 9,836 人（+23）世帯数 6,671 戸（+50）

・発行/西郷村　・編集/企画調整課　〒961-8501　福島県西白河郡西郷村大字熊倉字折口原40　☎(0248)25-1111（代表）

・アドレス  http://www.vill.nishigo.fukushima.jp/  ・E-mail  kikaku@vill.nishigo.fukushima.jp

※行事日程等が変更になる場合もありますので、御了承ください。

日 月 火 水 木 金 土
1
特設人権相談所
（10:00文化センター）
ポリオ予防接種
（13:00 保健福祉セ
ンター）

2
ポリオ予防接種
（13:00 保健福祉セ
ンター）
西郷単位制総合大学
講座「食環境整備推
進の必要性」
（14:00文化センター）

3
村立西郷幼稚園
「 プ ー ル 開 き 」
（10:00 村立西郷幼
稚園）

4
生活総合相談所
（9:00文化センター）
熊倉小学校 交通安
全鼓笛パレード
（9:00 熊倉小学校
学区内）

5

6
西郷村消防団福島
民友新聞社「民友旗」
受賞記念パレード
(11:30 折口原グラ
ンド～役場 )
上羽太天道念仏踊
（12:30 上羽太コミ
ュニティセンター）

7 8
寿学級
（10:00 ちゃぽラン
ド西郷）

9
まきば保育園
「白河バラ園見学」
（9:30 城山公園）

10
６~７ヵ月児健康相談
(9:30 保健福祉セ
ンター )
心配ごと相談会
（13:00 高齢者生活
支援センター）
子育て相談の日
（13:30 保健福祉セ
ンター）

11
生活総合相談所
（9:00文化センター）

12

13 14 15 16 17
１歳６ヵ月児健康
診査
（13:00 保健福祉セ
ンター）
西郷単位制総合大
学講座「防災安全
の知識」
（14:00 文化センター）

18
生活総合相談所
（9:00文化センター）

19

20
ふるさと講座健康
ウォーキング
（8:00 追原コミュ
ニティセンター集
合 追原地区）
夏山遭難救助訓練
（8:30 赤面山周辺）

21 22
県立移動図書館
あづま号巡回
（13:30文化センター）

23
献血
（13:00文化センター）

24
保育参観
（10:00 まきば保育園）
３歳児健康診査
（13:00 保健福祉セ
ンター）

25
生活総合相談所
（9:00文化センター）
第17回西郷村総合
美術展
（9:00~17:00 文 化
センター）
心配ごと特別相談会
（13:00 高齢者生活
支援センター）

26
第17回西郷村総合
美術展
（9:00~17:00 文 化
センター）

27
第17回西郷村総合
美術展
（9:00~16:00 文 化
センター）

28
行政相談所
（13:30文化センター）

29 30
赤ちゃんとママの
おしゃべりひろば
（10:00 保健福祉セ
ンター）
歯科クリニック
（幼児 13:00, ６才
児 13:45 保健福祉
センター）


